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１．はじめに

阿波市は，吉野川中流域の北岸に位置し，北を阿

讃山脈，南を吉野川に挟まれる。市の西端に阿波町，

中央に市場町と土成町を挟み，南東部に吉野町があ

る。私たち社寺建築班は，７月31日から阿波市に入

り，社寺建築を建築学的見地から調査した。阿波町

は神社26社，寺院８カ寺，お堂・お庵
あん

は11カ所を調

査し，吉野町は神社13社，寺院５カ寺，お堂・お庵

は３カ所を調査し，配置図を作成し，それぞれの建
こん

立
りゆう

年代や構造，建築様式などを一覧表（表１～４）

にまとめた。また，それらの位置を図６と図19に示

した。そのうち神社３社，寺院１カ寺，寺院の山門

１カ所については詳細調査を行い，実測図を作成し

た。建築年代については，書籍や棟
むな

札
ふだ

から確認でき

るもの（表５・６）以外は，建築様式から推測した。

以下その内容について報告する。

２．阿波町・吉野町の社寺建築概要

１）神社建築の概要

今回の調査で建立年代が最も古いと推測されるも

のは，阿波町岩津の八幡神社本殿で，『徳島県の近

世社寺建築』に江戸中期の元禄６年（1693）の建立

と紹介されている。今回の調査では室内の確認はで

きていないが，徳島県の近世社寺建築等の資料によ

ると，内
ない

・外
げ

陣
じん

の形式を持つ二室形式や妻
つま

飾
かざり

に付

く３本の大
たい

瓶
へい

束
づか

は蓮
れん

華
げ

座
ざ

にのる形態で，仏教の影響

を受けたものと推測できる。

吉野町西条の一條神社拝殿には，町史によると，

正保４年（1647）建立時の棟札が現存している。そ

の他の神社は，様式から推測する限り，明治以降に

建立されたものと考えられる。

本殿の建築様式は，八幡神社の切
きり

妻
づま

造
づくり

（両
りよう

流
ながれ

造
づくり

）

が１社，蛭子神社の春
かす

日
が

造
づくり

が１社，あとは，見
み

世
せ

棚
だな

＊１　宮田建築設計工房　　＊２　木宮建築設計事務所　　＊３　黒崎建設　　＊４　坂口建築設計室　　＊５　Ｙ．Ｍ．設計室
＊６　真建築都市研究室　　＊７　Ａ＋Ｕ森兼設計室　　＊８　ArtVilla設計
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―――――――――――――――― 社寺建築班（郷土建築研究会）――――――――――――――――

宮田　育典
＊１

木宮　茂樹
＊２

黒崎　仁資
＊３

坂口　敏司
＊４

酒巻　暢代
＊５

中野　真弘
＊６

森兼　三郎
＊７

山崎　知幸
＊８

要旨：建築学的見地から，阿波市阿波町・吉野町の築50年以上の社寺建築を対象に，調査をした。

キーワード：持送り，鐘楼門，両流造，板支輪

図１　妻飾の大瓶束　岩津の八幡神社
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造
づくり

の小社殿を除いて，ほとんどのものが流
ながれ

造
づくり

であ

った。流造とは切妻，平
ひら

入
いり

の本殿正面の屋根を伸ば

して向拝
こうはい

としたもので，全国的に最も広く分布した

造りで，県下においても圧倒的に多い様式である。

細部の特徴としては，腰
こし

組
ぐみ

に持
もち

送
おく

りが多く用いら

れていた。持送りとは，庇や出窓などの突出す部分

を支えるために，壁や柱などに取り付ける板材や斜

め材のことで，本殿回りの縁を支えるために使われ

ている。今回の調査では11社で確認された。

２）寺院建築の概要

寺院で建立年代が最も古いと推測されるものは，

阿波町稲荷の西光寺山門で，三
さん

間
げん

一
いつ

戸
こ

の二層の門で

あり，上層のみ屋根を有するので楼門
ろうもん

と呼ばれる。

この門は上層部分に梵
ぼん

鐘
しよう

を吊るので鐘
しよう

楼門
ろうもん

である。

また，この地域の神社建築の腰組で多くみられた持

送り（図２）が使用されている。

また，吉野町岡ノ川原の延寿寺も江戸の中期とみ

られる。

明治初期と推測されるものには，居屋敷の善行寺

の山門，鐘楼を兼ねた二重門の入母屋造本瓦葺。二

重門とは，上重・下重ともに屋根を付けた二重屋根

門をいう。山ノ神の願成寺本堂は，宝
ほう

形
ぎよう

造
づくり

本瓦葺

で，天保元年（1830）。鐘楼は入母屋造本瓦葺で，

明治初期と以前に住職の聞取りから確認されてい

る。今回の調査では，鐘楼は，四本柱が内転びのも

のに屋根をのせたものが多く見られた。吉野町の寺

院も本堂の建て替えがすすんでおり，新しい建物が

多くみられたが，鐘楼は，吉野町５カ寺ともに，本

瓦葺の伝統的なものが残っている。

お堂・お庵では，東川原の鎌
かま

棒
ぼう

庵
あん

が正
しよう

面
めん

三
さん

間
けん

，

奥
おく

行
ゆき

三
さん

間
けん

の宝形造本瓦葺で，開閉装置には，硝子戸

が填
は

められている。

図２　持送り　新開の賀茂神社 図３　二重門　居屋敷の善行寺

図５　東川原の鎌棒庵

図４　鐘楼　岡ノ川原の延寿寺
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図６　阿波町社寺建築案内図（番号および記号は表１・表２と対応）

地形図は「阿波市全図」（阿波市発行，建設省国土地理院承認番号　平18 四複，第85号）の一部を使用
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３．阿波町・吉野町の各社寺

１）八幡神社本殿（表１－３）

鎮
ちん

座
ざ

地－阿波町岩津93

［本殿］木造　一間社切妻造（両流造） 銅板葺

身
も

舎
や

－円
えん

柱
ちゆう

（粽
ちまき

） 切
きり

目
め

長
なげ

押
し

腰
こし

長押（背面のみ）

内
うち

法
のり

長押　頭
かしら

貫
ぬき

木
き

鼻
ばな

（拳
こぶし

） 大
だい

斗
と

絵
え

様
よう

肘
ひじ

木
き

二
ふた

軒
のき

繁
しげ

垂木　妻
つま

飾
かざり

大
だい

虹
こう

梁
りよう

二重虹梁

大瓶束

向拝－角
かく

柱
ばしら

（角
かど

面
めん

） 連
つれ

三
みつ

斗
ど

繋
つなぎ

海老虹梁

三
さん

方
ほう

切
きり

目
め

縁
えん

腰組繰
くり

形
がた

持送り　擬
ぎ

宝
ぼ

珠
し

高
こう

欄
らん

脇
わき

障子
しようじ

（板）

千
ち

木
ぎ

－垂直切３本　堅魚
かつお

木
ぎ

－３本

（図７～10）

この社は，阿波町の南西，岩津に鎮
ちん

座
ざ

する。

本殿は，一間社両流造銅板葺である。通常の両流

造は，向拝を造らないで身舎
も や

の中心部に棟を造る。

代表的なものには広島県の厳
いつく

島
しま

神社本殿などがあ

る。この本殿は身舎背面の柱から向拝柱まで大虹梁

を延ばし，その中心に棟を造る構造となっている。

妻飾の大虹梁と二重虹梁間に付く大瓶束は，蓮華

座にのる形態で，徳島市の一宮神社（江戸前期・重

要文化財）にも見られる。室内は，今回確認できて

いないが，徳島県の近世社寺建築等の資料によると，

仏教建築の内・外陣の影響下に発生した二室形式の

間取りであり，蓮華座と共に神仏
しんぶつ

習
しゆう

合
ごう

の名残がみ

られる。

向拝部分には，角面の角柱を立て，三方に切目縁

を回し，擬宝珠高欄が付く。背面筋に簡素な脇障子

を填め，腰組の繰形持送りで縁を支える。

大虹梁下の繋海老虹梁は，構造的には不要なもの

と思われるが，他に類例のない手法となっている。

本殿の建立年代は，徳島県の近世社寺建築による

と，元禄６年（1693）である。

また，八幡神社の北側の摂社・蛭子神社本殿は今

回の調査で唯一みられた春日造であった。
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図８　大瓶束

図７　身舎妻面

図10 蛭子神社本殿・春日造

図９　繰形持送り
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２）賀茂神社本殿（表１－11）

鎮座地－阿波町新開30

［本殿］木造　三間社流造　銅板葺

身舎―円柱　地長押　切目長押　内法長押

頭貫木鼻（獅子・象） 台
だい

輪
わ

出三斗（尾
お

垂
だる

木
き

付） 中
なか

備
ぞなえ

蟇
かえる

股
また

彫刻板
いた

支
し

輪
りん

二軒繁垂木　桟
さん

唐
から

戸
ど

妻飾・大虹梁　二重虹梁　皿
さら

斗
と

出
で

三
みつ

斗
ど

中備彫刻（鳳
ほう

凰
おう

） 大瓶束笈
おい

型
がた

付
つき

向拝―角柱（几
き

帳
ちよう

面
めん

） 虹梁型頭貫木鼻（龍）

皿斗　出三斗　脇部中備彫刻　

中央部唐破風状の虹梁　中備斗
と

付
つき

肘
ひじ

木
き

手
た

挟
ばさみ

繋海老虹梁　二軒繁垂木　三方切目縁

腰組彫刻持送り　擬宝珠高欄　脇障子

階
きざはし

七級（木
こ

口
ぐち

） 彫刻側板　昇擬宝珠高欄

浜
はま

床
ゆか

千
ち

木
ぎ

―垂直切２本　堅魚
かつお

木
ぎ

―３本

（図11～14）

この社は，阿波町南中央部の新開にあり，東西に

走る旧撫養街道より北へ伸びる参道の奥に鎮座す

る。創建年代は不詳。阿波誌によると，貞享元年

（1684）に現在の位置に移し祀ったと伝えられる。

その後，文政８年（1825）に焼失し，現在の社殿は，

その後に再建されたと町史に記されている。

本殿は，三間社流造で，和泉砂岩の切石積基壇に

載る。身舎部分は，円柱を切目長押と内法長押で固

め，柱頭部には獅子や象鼻付の虹梁型頭貫と台輪が

載る。身舎の組物は尾垂木の付いた出三斗で，柱間

に中備蟇股，組物の天井には彫刻板支輪が付く。妻

飾は大虹梁に皿斗付出三斗，二重虹梁が載り，鳳凰

の中備彫刻が施され，その上に大瓶束笈形付を立て

る（図11）。

向拝部分は，几帳面取の角柱を立て，虹梁型頭貫

で固め龍の木鼻が付く。柱頭部は薄い皿斗の上に出

三斗が付く組物で構成され，身舎側へは中央に籠彫

りの手挟が，妻側には繋海老虹梁が取り付く。中央

部の頭貫虹梁は湾曲して正面性を出し，軒は二軒繁

垂木とする。三方に切目縁を回し，身舎背面柱筋に

脇障子が付く。擬宝珠高欄を回し，階は七級の木口

階段で浜床を張る。腰組は，この地域の特徴である

彫刻の施された持送りで支える。
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図14 向拝側面

図13 向拝正面
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図11 本殿平面図

図12 本殿妻飾
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３）西光寺山門（表２－Ｂ）

所在地－阿波町稲荷53

木造　三間一戸鐘楼門　入母屋造本瓦葺

下層－角柱　地長押　腰貫　金
こん

剛
ごう

垣
がき

（正面のみ）

虹梁型飛
ひ

貫
ぬき

上層－角柱　頭貫木鼻（拳） 台輪　平
ひら

三
みつ

斗
ど

一軒扇
おうぎ

垂木　火
か

灯
とう

窓
まど

竿
さお

縁
ぶち

天井

高欄－擬宝珠高欄　四方切目縁　挿
さし

肘
ひじ

木
き

持送り

（図15～18）

西光寺は，阿波町の南中央部，市役所の東部に位

置する。創建年代は不明である。旧町誌に，「この

寺は，もと中野村道潅にあったが天正十年長宗我部

の兵火で灰じんに帰し，久千田庚申原に再建した。

その後火を失して再び鳥有に帰したので明暦三年

（1657）宥祥法印が現在地に建立（中略）天保五年

（1834）より八年まで三年有余を費やして楼門納屋

土蔵を建立した。」と記述されている。

山門は，桁
けた

行
ゆき

5.463ｍ，梁
はり

間
ま

3.443ｍの三間一戸鐘

楼門で，昭和59年に阿波市指定有形文化財（建造物）

に指定された。

屋根は，入母屋造本瓦葺，軒は一軒扇垂木，上層

の柱頭部の組物は平三斗としている。柱頭部は，台

輪と頭貫で固め，端部は共に木鼻を付ける。中央列

外側の柱２本と柱を支える脚にあたる外列の８本の

柱は角柱で，下層と上層の柱は通し柱で，他に類例

がない構造となっている。上層正面及び背面中央に

火灯窓を配し，両側は火灯連子窓で，妻面は連子窓

とする。天井は竿縁天井で仕上げる。高欄は擬宝珠

高欄とし，切目縁を四方に回し，組物は設けず，持

送りとその上部の挿肘木に縁
えん

H
かずら

を載せ縁板を受け

る。下層正面中央は虹梁型飛貫を組み，管柱となっ

ている中央列の柱に桟唐戸の扉を吊る。両脇には，

腰板を縦張りし，正面のみに腰板の上に金剛垣を設

け，内法部には虹梁型の飛貫を組み，内部は床を上

げて金剛力士像を置く。

火灯窓，扇垂木，台輪木鼻，壁板の縦張り，肘木

の形状などが禅宗様，天井の竿縁天井が和様，挿肘

木が大仏様とそれぞれの特徴を取り入れた折衷様式

であるが，禅宗様の特徴を多く取り入れている。
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図16 上層内部

金剛力士像 金剛力士像 

階段 

境内 
185角 

1,426 2,607 1,430

5,463

1
,7
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2

1
,7
2
1

3
,4
4
3

185角 

図15 平面図

図18 背面全景

図17 正面全景
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年
度
８
月
末
日
現
在
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４）一條神社殿（表３－Ａ）

鎮座地－吉野町西条字町口146－１

［本殿］木造　一間社流造　銅板葺

身舎－円柱（粽） 切目長押　内法長押　頭貫木鼻

（獅子） 台輪留 出組 詰
つめ

組
ぐみ

中備彫刻蟇股

彫刻板支輪　二軒繁垂木　切石積基
き

壇
だん

桟唐戸　妻飾・大虹梁　二重虹梁

向拝－角柱（几帳面） 虹梁型頭貫木鼻（虹梁方向：

龍，繋ぎ方向：獅子） 出三斗　中備彫刻

繋海老虹梁　手挟　二軒繁垂木　三方切目縁

擬宝珠高欄　脇障子（彫刻） 階五級（木口）

昇擬宝珠高欄　彫刻側板　浜床

千木－垂直切２本　堅魚木－３本

（図20～23）

この社は，吉野町の東部，西条に鎮座する。足仲

彦命，誉田別命，息長足姫命を祭
さい

神
じん

とする。吉野町

史に，元来は八幡神社であったが，明治43年（1910）

に西条にあった無格社19社を合併し，一條神社と改

称したと記されている。

本殿は，一間社流造銅板葺で，和泉砂岩の切石積

基壇に載る。覆屋に囲われており，外部からはほと

んど見ることはできない。

身舎部分は，円柱を切目長押と内法長押で固め，

柱頭部には頭貫木鼻と台輪留が載る。組物は出組の

詰組とし，中備には彫刻蟇股を充てる。組物の天井

は彫刻板支輪とする。軒は二軒繁垂木とし，妻飾は

大虹梁の上部に出三斗を載せて，二重虹梁を受ける。

虹梁及び桟唐戸まわりなど随所に華やかな彫刻が施

されている（図20，21）。

向拝部分は，几帳面取の角柱を立て，虹梁型頭貫

で固める。柱頭部には大
だい

斗
と

を置き，出三斗で軒を受

け，中備には彫刻を填める。繋ぎには海老虹梁と向

拝柱側には籠彫りの手挟が付く（図23）。三方に切目

縁を回し，彫刻を填めた脇障子には擬宝珠高欄が取

り付く。階は五級の木口階段とし，浜床を張る。肘

木の木口や組物など随所に彩色の痕跡が見られる。

本殿，拝殿共に建立年代は不詳であるが，虹梁下

部に錫
しやく

杖
じよう

彫
ぼり

がないことや，彫刻が多様に施されて

いることから，明治時代以降の建立と推測する。
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図20 本殿正面

図21 本殿妻飾 図23 繋海老虹梁と手挟

2,000

1
,6
4
0

図22 本殿平面図
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５）延寿寺（表４―Ａ）

所在地－吉野町西条字岡ノ川原84番地

［本堂］木造　桁行五間　梁間五間　入母屋造

本瓦葺

主屋－角柱（正面中央部と隅のみ舟
ふな

肘
ひじ

木
き

） 切目長押

内法長押 虹梁型内法貫（正面） 一軒疎
まばら

垂木

二方切目縁　内陣・来
らい

迎
ごう

柱
ばしら

半円形

虹梁型飛貫挿肘木　外陣・虹梁型飛貫

大斗肘木

向拝－角柱（几帳面） 縋
すがる

破
は

風
ふ

虹梁型頭貫木鼻（象）

連三斗　手挟　中備平三斗　階（板） 三級

（図24～27）

延寿寺は，吉野町の東部に位置する。由来は，正

保元年（1644）教信上人により創建された浄土真宗

の寺である。現在の本堂は，天保12年（1841）に上

棟されたことが棟札からわかる。

本堂は，桁行五間，梁間五間の主屋を中核にして，

左側に軒下を利用した一間幅の畳ノ間を，右側は余

間部分だけ半間の張出し，背面側は半間幅の後堂を

付設する。また屋根妻部は，銅板一文字葺で覆う。

主屋部は，長押一段分上げて内外陣境を設け，内

陣の両側に余間をとり，内陣には黒色漆塗りと彩色

を施し，外陣は対象的に質素な素木仕上げとし，浄

土真宗の典型を示す。外陣の梁間方向虹梁型飛貫間

に大瓶束笈形付（松模様）を立て，正面側は虹梁型

内法貫で受ける。

向拝部は，几帳面取の角柱に虹梁型頭貫で固め象

の木鼻が付く。柱頭部は，木鼻に送
おくり

斗
と

を載せた連三

斗と籠彫りの手挟で構成され，軒は一軒疎垂木であ

る。正面と右側の二面に切目縁を回し，様式外の簡

素化した高欄を配する。階部は，様式外でコンクリ

ート式台に階（板）三級を組み切目縁部は框を施す。
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図24 平面図 図27 外陣

図26 内陣

図25 正面全景
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４．おわりに

全般的に，阿波町・吉野町ともに本堂の建て替え

がすすんでおり，新しい建物が多く見られた。この

ように伝統的な建物を壊して近代的なものに建て替

えられる傾向にあり，今回，詳細調査を行った西光

寺山門，延寿寺（表６）など，江戸時代の遺構を大

切にしてもらいたい。

特に岩津の八幡神社（表５）は文化財としての保

存を願う。

なお，本稿では，建築年代を表す上で，江戸時代

の年代区分は建築的な特徴から前期を1615～1660

年，中期を1661～1750年，後期を1751～1829年，末

期を1830～1867年に区分した。

最後に，今回の調査において，多くの市民の方々

に調査協力を頂いた。この場を借りてお礼を申し上

げます。

文献
阿波町史編集委員会（1979）：『阿波史』阿波町．

吉野町史編集委員会（1978）：『吉野町史』吉野町．

徳島県神社庁教化委員会（1981）：『徳島県神社誌』徳島県神社
庁．

奈良国立文化財研究所編（1990）：『徳島県の近世社寺建築（近
世社寺建築緊急調査報告書）』徳島県教育委員会．

阿波のお堂の風俗研究会（1988）：『阿波のお堂』徳島県出版文
化協会．

��徳島県建築士会阿波のまちなみ研究会（1997）：『阿波の寺社
建築』阿波のまちなみ研究会．

東京美術（1992）：仏教堂塔辞典．

��徳島県文化振興財団　徳島県郷土文化会館（2009）：『日開谷
川流域の民族』．

表５　阿波町　棟札調査一覧表

表６　吉野町　棟札調査一覧表

11_阿波学会_119-130_社寺建築  2010.7.13 3:06 PM  ページ 130


